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区
民
の
選
挙
関
心
昂
ま
る

足
立
区
の
投
票
率
〇
、六
七
五

二
十
三
区
中
第
三
位

去
る
一
月
二
十
三
日
行
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
並
び
に
最
高

裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票

率は前回
の
教
育
委
員
選

挙
の
場
合
と
全
く
反
対
の
現
象
を
見
せ
、
全
国
的
に
非
常
に

好
成
績
で
あ
つ
た
。
我
が
足
立
区
の
投
票
率
は
〇
、
六
七
五

で
、
東
京
都
二
十
三
区
中
第
三
位
の
好
成
績
を
あ
げ
え
た
こ

と
は
、
区
民
各
位
の
選
挙
に
対
す
認
識
の
高
ま
つ
た
一
の
証

左
と
い
へ
よ
う
。
次
に
各
候
補
者
の
区
内
得
票
及
び
各
投
票

所
別
の
投
票
率
の
一
覧
表
を
挙
げ
て
参
考
に
供
し
よ
う
。

候
補
者
足
立
区
得
票
一
覚
表

順
位
　
候
補
者
氏
名
　
第
一
開
票
区
(
千
一
)
第
二
開
票
区
(
梅
島
)
合
計

1

、
　

新

井

京

太
　
　
　
一
一
、五
九
八
　
　

六
、七
三
六
　

一
八
、三
三
四

2

、
○
キ

ク
ナ
ミ
カ
ツ
ミ
　

六
、三
七
五
　
　

五
、九
二
七
　

一
二
、三
〇
二

3

、
○
天

野

公

義
　
　
　
　
三
、八
七
三
　
　

八
、一
九
七
　

一
二
、〇
七
〇

4
、
○
山

ロ

シ

ヅ

エ
　
　
　

三
、二
八
五
　
　

四
、一
二
八
　
　

七
、四
一
三

5

、
　

島

上

善

五

郞
　
　
　

四
、二
七
六
　
　

三
、一
三
二
　
　

七
、四
〇
八

6

、
　

小

西

幸

助
　
　
　
　
四
、〇
三
三
　
　

二
、五
四
七
　
　

六
、五
八
〇

7

、
○
中

島

守

利
　
　
　
　
二
、三
六
八
　
　

三
、八
八
八
　
　

五
、二
五
六

8

、
　

林

博
　
　
　
　
　
　一
、九
二
五
　
　

一
、六
六
五
　
　

三
、五
九
〇

9
、
○
島

村

一

郞
　
　
　
　
一
、七
八一
　
　

一
、六
五
二
　
　

三
、四
三
三

1
0、

△
熊

本

虎

藏
　
　
　
　
一
、五
三
〇
　
　

一
、七
五
六
　
　

三
、二
八
六

1
1

、
　

山

口

久

太

郞
　
　
　
　
　

五
〇
〇
　
　
　
　

六
八
三
　
　

一
、一
八
三

1
2

、
　

小

野

内

壽

松
　
　
　
　
　
四
九
三
　
　
　
　

四
八
八
　
　
　
　

九
八一

1
3
、
　
大
橋
正
雄
　
　
　
　
　
　
二
八
六
　
　
　
　
二
六
三
　
　
　
　
五
四
九

1
4

、
　

長

瀨

健

太

郞
　
　
　
　
　

三一
四
　
　
　
　

二
三
二
　
　
　
　

五
四
六

1
5
、
　
山
屋
八
萬
雄
　
　
　
　
　
一
二
九
　
　
　
　
一
四
九
　
　
　
　
二
七
八

1
6

、
　

松

浦

良

平
　
　
　
　
　
　一
一
三
　
　
　
　

七
九
　
　
　
　
　

一
九
二

1
7

、
　

千

葉

藤
左

衛

門
　
　
　
　
　

八
一
　
　
　
　

四
一
　
　
　
　
　

一
二
二

1
8、

　

葛

西

直

太

郞
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
　
　

三
二
　
　
　
　
　
　

五
四

党 派

民

自
　
　三
九
三
七
一

社

会
　
　一
八
一
〇
七

共

産
　
　一
二
三
〇
二

民

主
　
　
　八
七
四
四

無
所
属
　
　
四
九
三
一

国

協
　
　
　
　一
二
二

八
三
五
七
七

○
印
当
選
者
　
有
効
投
票
　八
三
五
七
七

△
印
次
点
者
　
無

効
　
　
　
　
一
五
四
一

投
票
総
数
　八
五
一
一
八

区内各投票所 衆議 院議 員選挙投 票者等調
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新
生
活
の
実
践
は
貯
蓄

実
践
郷
の
建
設
か
ら

第
十
六
出
張
所
管
内
保
木
間

町
を
中
心
に
貯
蓄
実
践
郷
の

実
現
も
近
い
。

淵
江
貯
蓄
実
践
郷
(
仮
称
)
の

生
れ
る
日
も
近
い
!

読

者
の

中
に
は
貯
蓄
実
践

郷
と

い
ふ
言
葉
に
耳
馴
れ
ぬ
人
も
多
い

こ
と

ゝ
思
は

れ
る
の
で
ち
よ
つ
と

こ
れ
を
解
説
し
て
み

よ
う
。

新

生
活
の
実
践
に
よ
つ
て
古
い

言
葉
で

あ
る
が
勧
倹
貯
蓄
に
努

め

精
一
杯
働
き
冗
費
を
省

く
こ
と
に

よ
り
生
産
の
復
興

、
イ
ン
フ

レ
の

防
止
を
図
り
日
本
経
済
復
興
に
積

極
的
に
寄

与
し
よ
う
と
す
る
こ
の

住
民
の
集

ま
り
で
あ
る
一
定
区
域

を
貯
蓄
実
践
郷
と
呼

ぶ
。

既
に
東
京
都
に
は
二
ケ
所
建
設

を
み
て
い
る
が
世
田
谷
区
に
も
三

軒
茶
屋
貯
蓄
実
践
郷
の
建
設
が
あ

り
着
々
そ
の
成
績
を
挙
げ
て
い
る
。

経
済
九
原
則
完
全
実
行
に
よ
る

日
本
経
済
復
興
が
積
極
的
に
企
図

さ
れ

る
と
き
本
都
の
呼
び
掛
け
に

応
じ
て
忙
し

い
年
の
瀬
に
も
か

ゝ

わ
ら
ず
立
ち
上
つ

た
の

が
保
木
間

町
を
中
心
と
す
る
有
志
の
集
ま
り

で
あ
つ
た
。

旧
臘
来
地
元
居
住
者
の
賛
成
を

得
て
実
践
郷
の
骨
子

と
な
る
ベ
き

貯
蓄
組
合
が
各
地
区
に
結
成
さ
れ

て
、
あ
と
は
こ
れ
に
縦
横
の
連
絡

を
与

へ
血
を
通
は

せ
て
実
践
郷
に

迄
も
つ
て
行
く
仕
事
が
残
さ
れ
て

い
る
丈
け
と
な
つ
て
い
る

。

貯
蓄
実
践
郷
!
　
こ
ゝ
で
は
生

活
の
改
善
、
貯
蓄
の
実
行
こ
れ
が

表
裏
一
体
を
為
し
て
各
個
人
の
生

活
を
向
上
し
日
本
経
済
復
興
に
も

役
立
つ
て
行
く
わ
け
だ
。

足
立
区
役
所
区
民
係
で
は
こ
の

運
動
に
積
極
的
に
協
力
す
る
た
め

本
都
民
生
局
と
密
接
に
連
絡
を
と

り
、
二
月
匆
々
新
生
活
料
理
講
習

会
と
映
画
の
会
を
催
す
こ
と
に
な

つ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
居
住
者
の
利
益
の
た

め
に
関
係
当
局
に
お
い
て
は
い
ろ

い
ろ
の
協
力
体
制
を
整
え
て
い
る
。

そ
し
て
地
元
の
盛
り
上
る
意
欲
を

ま
つ
て
淵
江
貯
蓄
実
践
郷
(
仮
称
)

の
近
く
実
現
さ
れ
る
の
を
期
待
し

て
い
る
。

元
宿
排
水
場
新
設
工
事
の

再

開

さ

る

本
区
住
民
の
久
し
く
待
望
し
て
お

り
ま
し
た
裏
門
堰
排
水
場
は
既
に

本
紙
を
も
つ
て
御
知
ら
せ
致
し
ま

し
た
る
通
り
先
般
一
応
排
水
に
支

障
な
き
程
度
に
完
成
致
し
ま
し
た

が
今
般
こ
れ
に
引
つ
づ
き
元
宿
排

水
場
の
新
設
工
事
が
再
開
せ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
元
宿
排
水
場
は
干
住
桜
木
町

元
宿
圦
の
突
端
荒
川
辺
に
新
設
さ

れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
実
は
昭
和

十
七
年
元
東
京
市
土
木
局
に
於
て

都
市
計
画
経
続
事
業
費
を
も
つ
て

起
工
致
し
同
八
年
三
月
請
負
施
工

に
依
り
工
事
に
着
手
戦
争
下
総
ゆ

る
悪
条
件
を
克
服
し
て
、
こ
れ
が

完
成
に
努
力
せ
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
漸
次
戦
争
は
苛
烈
を
極
め

資
材
労
力
等
の
需
給
極
め
て
困
難

と
な
り
ま
し
た
た
め
に
遂
に
工

事
を
中
止
す
る
の
止
む
な
き
に
至

つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
其

後
終
戦
と
な
り
。東
京
都
に
於
き

ま
し
て
は

、直

ち
に
工
事
を
再
開

し
、
区
民
の
要
望
に
応
ゆ
べ
く
、

種
々
画
策
し
た
る
も
終
戦
直
後
の

混
乱
に
事
業
計
画
樹
た
ず
、
昨
年

漸
く
残
部
工
事
の
築
造
に
着
手
し

た
る
も
予
算
並
に
資
材
不
如
意
の

た
め
、
主
力
を
裏
門
堰
排
水
場
に

集
中
せ
し
む
る
関
係
上
、
再
び
工

事
を
中
止
す
る
の
余
儀
な
き
に
至

つ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
般
裏
門
堰
排
水
場
が
一
応
竣
成

致
し
た
の
で

、
こ
れ
に
引
つ
づ
き

本
排
水
場
の
着
工
が
愈
々
具
体
化

さ
れ
、
目
下
地
元
金
沢
組
の
請
負

に
依
り
着
々
と
工
事
は
進
め
ら
れ

つ
ゝ
あ
り
ま
す
。

本
排
水
場
の
設
備
の
概
要
を
申
し

げ
ま
す
と
、
口
径
五
〇
〇
粍
、
上

軸
流
ポ
ン
プ
一
台
を
装
備
し

、
其

の
排
水
量
は
毎
秒
〇
、
五
五
立
方

米
(
約
三
、
〇
石
)
で

、
こ
の
排

水
場
の
負
担
す
る
排
水
面
積
は
約

二
一
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
三
八
町
歩
)

で
あ
り
し
す
。
又
動
力
は
三
、
〇

〇
〇

ボ
ル
ト
四
〇
キ
ロ
ワ
ツ
ト
三

相
誘
導
電
動
機
一
台
装
備
の
計
画

で
あ
り
ま
す
。
随
い
ま
し
て
本
排

水
場
の
完
成
の
暁
は
千
住
元
町
、

同
柳
町
及
竜
田
町
、
大
川
町
等
の

底
湿
市
街
地
の
雨
水
排
除
に
与
つ

て
力
あ
る
も
の
と
思
ひ
ま
す
。

臨
時
家
屋
調
査
始
ま
る

今
回
本
区
に
於
い
て
臨
時
家
屋
調

査

を
二
月

一
日
よ
り
三
月
末
日
迄

の
二

ケ
月
間
行
う
こ
と

ゝ
な
り
ま

し
た

。
此
の
調
査
の
目
的
は

終
戦

後
家
屋
の
新
築
増
築
は
年
を
追
う

に
従

い
増
加
し

て
い

ま

す

が

、

こ
の
内
届
出
の
数
は
極
め
て
少
数

で
多

く
は
未
届
で
従
つ
て
課
税
洩

れ
の
数
も
相
当
あ
る
も
の
と
予
測

で
き
る
の
で
あ
り
ま
す

。
こ
れ
で

は
正
直
に
届
出
を
し
た
者
ば
か
り

が
課
税

さ
れ
所
謂
正
直
者
が
馬
鹿

を
見
る
と
い
う
不
合
理
な
結
果

と

な
り

、
区
民
の
納
税
思
想

を
阻
害

す
る
ば
か
り
で

な
く

、
国
民
の
税

に
対
す
る
観
念
を
歪
め
脱
税
の
機

会
を
与

へ
る
こ

と
に
な
り

ま
す

。

以

上
の
よ
う
な
事
情
で
本
調
査

に

よ
り
課
税
洩

れ
を
防

ぎ
適
正
な
賦

課
徴
収
を
し

て
区
民

の
納
税
思
想

を
昂
揚
し
併

而
逼
迫
し
た
区
財
政

に
収
入
の
増
加
を
計
ら
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す

。

こ
の
目
的
達

成
の
た
め
区

に
臨
時

家
屋

調
査
部
を
設
け
部
は

主
査

と

班
に
分
け
班
は
更
に
企
画

と
調

査

に
分
れ
部
長
に
助
役

、
主
査
に
は

本
支

所
の
両

税
務
課
長
が
当
る
こ

と
に
な
つ
て
お
り
ま
す

。

調
査
の
方
法

と
し
て
は
準
備
及
び

実
地
の
両
調
査
並
び
に
整
理
の
三

段
階
に
別
れ
準
備
調
査
は
税
務
署

の
家
屋
台
帳
と
区
の
家
屋
台
帳
を

照
合
し
て
、
家
屋
調
査
表
を
作
製

し
、
調
査
員
は
こ
の
調
査
表
に
よ

り
区
内
の
全
家
屋
戸
押
調
査
を
し

調
査
済
の
家
屋
に
は
総
て
調
査
済

票
を
貼
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

て
実
地
調
査
に
続
い
て
整
理
が
行

わ
れ
、
未
届
の
新
築
増
築
の
家
屋

に
は
不
動
産
取
得
税
を
賦
課
し
な

お
税
務
署
か
ら
賃
貸
価
格
の
設
定

を
受
け
て
、
臨
時
家
屋
税
を
賦
課

い
た
し
ま
す
。
な
お
調
査
員
は
総

て
調
査
員
証
を
持
参
し
て
居
り
ま

す
か
ら
若
し
も
御
不
審
の
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
係
員
に
提
示
方
を

請
求
し
て
下
さ
い
。

懸

賞

『
投
票
し
た
人
は

何
名
か
?
』

総
投
票
者
　
八
五
一
一
八
名

さ
き
に
懸
賞
募
集
中
の
一
月
二

十
三
日
執
行
衆
議
院
議
員
選
挙
並

最
高
裁
判
官
国
民
審
査
の
総
投
票

者
は
八
五
一
一
八
名
で
あ
つ
た
。

応
募
者
相
当
数
あ
つ
た
の
で
当

委
員
会
に
お
い
て
、
慎
重
審
査
中

で
あ
り
ま
し
て
、
審
査
完
了
次
第

区
役
所
各
出
張
所
並
本
紙
次
号
に

発
表
い
た
し
ま
す
。

な
お
二
十
三
区
中
わ
が
足
立
区

が
第
三
位
の
投
票
率
を
示
し
た

こ
と
ゝ
本
懸
賞
募
集
に
対
し
、
区

民
各
位
の
絶
大
な
御
支
援
を
得
ま

し
た
こ
と
を
こ
ゝ
に
厚
く
お
礼
申

上
げ
ま
す
。
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特
別
滞
納
整
理

が
行
れ
ま
す

都
税
区
税
未
納
の
方
は
一
日

も
早
く
御
納
め
下
さ
い
。

特
別
滞
納
整
理
が
家
屋
調
査
と
併

行
し
て
二
月
一
日
よ
り
五
月
末
日

迄
行
わ
れ
る
こ
と
ゝ
な
り
ま
し
た

滞
納
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
都
の

強
い
要
望
も
あ
り
、
徴
収
の
増
加

に
よ
り
逼
迫
し
て
る
都
及
び
区
の

財
政
の
克
服
を
計
る
の
が
目
的
で

あ
り
ま
す
。

本
所
支
所
の
両
整
理
係
を
中
心
に

東
京
都
及
び
区
の
他
係
の
一
部
の

応
援
を
得
て
強
力
に
推
進
約
七
万

件
に
昂
る
滞
納
を
一
掃
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
十
二
月
末
に
於
け
る
本
区
の

滞
納
整
理
成
績
は
二
十
三
区
中
第

七
位
の
好
成
績
を
挙
げ
ま
し
た
。

地
域
的
に
恵
ま
れ
ぬ
本
区
に
於
い

て
、
こ
の
よ
う
な
好
成
績
を
収
め

た
こ
と
は
係
の
日
頃
の
努
力
は
勿

論
の
こ
と
な
が
ら
納
税
者
各
位
の

特
別
の
御
協
力
の
結
果
と
厚
く
感

謝
の
至
り
に
堪
え
ま
せ
ん
。

な
お
今
回
の
特
別
滞
納
整
理
に
も

納
税
者
各
位
の
御
協
力
を
得
ま
す

な
ら
ば
必
ず
や
前
回
に
も
増
し
た

好
成
績
を
挙
げ
ら
れ
る
も
の
と
深

く
期
待
い
た
し
ま
す
。

保
健
所
便
り

理
容
所
の
一
斎
衛
生
指
導

保
健
所
の
衛
生
課
で
は
東
京
軍
政

部
並
に
都
衛
生
局
の
指
示
に
よ
り

理
容
所
(
理
髪
美
容
)
の
一
斎
衛

生
指
導
を
実
施
中
で
あ
り
ま
す
が

業
者
中
半
数
以
上
は
衛
生
状
態
が

甚
だ
し
く
低
下
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ま
ゝ
の
放
置
は
理
容
師
資
格

の
画
期
的
向
上
を
目
的
と
す
る
法

の
精
神
に
反
す
る
ば
か
り
な
く
、

公
衆
衛
生
上
寒
心
に
堪
え
ま
せ
ん

。
保
健
所
と
し
て
は
今
後
は
毎
月

一
回
以
上
理
容
所
に
対
す
る
衛
生

指
導
を
実
施
い
た
す
方
針
で
あ
り

ま
す
。
公
衆
衛
生
の
完
璧
を
期
す

る
た
め
、
業
者
の
方
々
、
区
民
の

皆
様
の
御
協
力
を
切
に
御
願
い
い

た
し
ま
す
。

足
立
保
健
所

一 月一日 現在
区 の 現 勢

世
帯と人

口
世
帯
　
五
八
、
八
一
五
　
前
月
よ
り
八
五
世
帯
減

人
口
　
二
四
六
、
二
六
二

男
　
一
二
四
、
七
〇
八

女
　
一
二
一
、
五
五
四

前
月
よ
り
一
、
〇
一
〇
人
増

配

給

魚
類
缶
詰
の
配
給

家
庭
用
品
購
入
通
帳
「
B
第
四
」券

号
で
一
世
帯
一
ポ
ン
ド
の
割
で
購

入
出
来
ま
す
。

価
格
　
一
ポ
ン
ド
に
つ
き

五
三
円
八
七
銭
よ
り

八
八
円
四
〇
銭
(
税
込
)

育
児
用
乳
製
品

配
給
手
続
変
更
に
つ
い
て

従
来
育
児
用
乳
製
品
は
医
師
の
証

明
書
が
入
用
で
し
た
が
二
月
分
よ

り
不
用
に
な
り
ま
し
た
。

希
望
者
は
出
張
所
へ
妊
産
婦
手
帳

又
は
母
子
手
帳
を
提
出
し
て
購
入

券
を
受
け
て
下
さ
い
。

厳
寒
季
薪
炭
配
給

強
調
運
動

一
月
二
十
五
日
よ
り
二
月
十
日
ま

で
を
期
間
と
し
て
強
調
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
燃
料
獲
得
の
為
左
の
事
項

に
つ
い
て
御
協
力
下
さ
い
。

一
、
所
定
購
入
券
へ
検
印
の
促
進

検
印
期
間
内
に
は
心
ず
検
印
を

受
け
て
下
さ
い
。

二
、
計
画
配
給
の
引
取
促
進

配
給
予
定
日
(
小
売
店
よ
り
通

知
す
る
)
ま
で
に
代
金
等
を
準

備
し
て
置
く
こ
と
。

分
割
配
給
希
望
は
予
め
小
売
店

へ
連
絡
し
て
お
く
こ
と
。

家
庭
燃
料
の
配
給

二
十
三
年
度
第
三
回
木
炭
第
四
回

薪
の
配
給
が
あ
り
ま
す
。
所
定
の

購
入
券
へ
検
印
を
受
け
て
小
売
店

へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

木
炭
　
一
人
―
三
人
　
半
俵

四
人
―
十
人
　
一
俵

十
一
人
以
上
は
十
人
又

は
そ
の
端
数
を
増
す
毎

に
四
人
―
十
人
の
基
準

に
一
俵
を
加
算
す
る
。

薪
　
　

一
人
―
三
人
　
二
束

四
人
―
六
人
　
四
束

七
人
―
十
人
　
六
束

十
一
人
以
上
は
五
人
又

は
そ
の
端
数
を
増
す
毎

に
七
人
―
十
人
の
基
準

に
二
束
を
加
算
す
る
。

薪
の
特
配

冬
山
増
産
増
送
に
よ
る
薪
が
一
般

家
庭
へ
特
配
に
な
り
ま
す
。

所
定
の
購
人
券
へ
検
印
を
受
け
て

小
売
店
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

一
世
帯
　
普
通
薪
(
一
、
六
尺

×
二
、
五
尺
)
二
〇

束
、
又
は
ガ
ス
用
薪

(
三
〇
瓩
入
)
五
俵

こ
の
計
画
配
給
で
本
年
度
の
配
給

が
完
了
し
た
事
に
な
り
ま
す
。

出
産
及
び
病
人
用

薪
炭
配
給

十
一
月
一
日
以
降
出
産
し
た
人
及

び
急
性
肺
炎
等
に
困
る
病
人
に
左

の
割
合
で
薪
炭
が
配
給
に
な
り
ま

す
か
ら
希
望
者
は
出
張
所
へ
申
出

て
購
人
券
を
受
け
て
下
さ
い

。

出
産
用
薪
　

二
束

病
人
用
　
　

木
炭
半
俵

な
お
出
産
用
薪
は
妊
産
婦
手
帳
又

は

母
子

手
帳
を
病
人
用
木
炭
は
医

師
の
証
明
書
を
御
持
参
下

さ
い

。

塩
の
特
配

家
庭
漬
物
用
塩
の
特
配
か
あ
り
ま

す
。一

般
家
庭
　
一
人
　
四
〇
〇
瓦

塩
購
入
券
「
ニ
」
に
よ
り
塩
小
売

店
よ
り
購
入
し
て
下
さ
い
。

塩
の
予
約
購
入

に
つ
い
て

塩
の
需
給
調
整
整
理
の
為
三
月
ま

で
の
分
と
今
度
特
配
の
分
を
二
月

二
十
日
ま
で
に
塩
小
売
店
へ
予
約

し
三
月
末
日
ま
で
に
購
入
し
て
下

さ
い
。

〝
就
学

通

知

書
〟
は

着
き
ま
し
た
か

四
月
一
日
ヨ
イ
コ
の
入
学

本
年
四
月
一
日
小
学
校
へ
入
学

す
る
ヨ
イ
コ
達
は
昭
和
十
八
年
四

月
一
日
迄
に
生
れ
た
児
童
で
す
。

こ
の
就
学
児
章
の
保
護
者
宛
就
学

通
知
書
が
発
送
さ
れ
て
ゐ
ま
す
が

学
令
児
童
調
査
後
の
転
入
出
区
内

移
動
等
に
よ
り
通
知
漏
れ
も
あ
り

得
る
の
で
昨
年
十
二
月
十
五
日
以

降
に
転
入
し
た
り
或
は
以
前
か
ら

住
ん
で
ゐ
て
就
学
通
知
が
無
か
つ

た
保
護
者
の
方
々
は
そ
の
区
域
に

応
じ
て
区
役
所
又
は
梅
島
支
所
へ

そ
の
旨
お
申
出
下
さ
い
。
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税
金
と
私
達
の
生
活
( 六)

都

税

の

話
　

其
の
五

自
動
車
税

種

類

1
、
自
動
車
に
対
す
る
も
の

2
、
自
動
車
の
使
用
に
対
す
る
も

の

3
、
自
動
車
の
取
得
に
対
す
る
も

の
1
、
の
自
動
車
に
対
す
る
も
の

と
は
一
般
に
謂
は
れ
て
い
る
処
の

自
動
車
税
で
あ
り
、
自
家
用
、
事

業
用
、
或
は
自
動
車
の
種
類
等
に

よ
り
別
表
の
課
率
で
賦
課
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

2
、
の
自
動
車
使
用
に
対
す
る

も
の
と
は
、
国
と
か
地
方
団
体
と

か
或
は
他
の
地
方
税
を
課
す
る
こ

と
の
出
来
な
い
も
の
の
所
有
す
る

自
動
車
を
そ
の
所
有
者
以
外
の
も

の
が
使
用
し
て
収
益
を
挙
げ
て
い

る
も
の
に
対
し
、
賦
課
さ

れ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

3
、の
自
動
車
の
取
得
に
対
す

る
も
の
と
は
譲
渡
、其
の
他
の
事

由
で
自
動
車
を
取
得
し
た
場
合
、

時
価
の
百
分
の
一
二
の
割
合
で
一

回
だ
け
賦
課
さ
れ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。こ
の
場
合
の
時
価
と
は
鮫

洲
の
査
定
所
に
於
て
査
定
さ
れ
た

価
格
を
謂
い
ま
す
。つ
ま
り
査
定

所
か
ら
の
通
知
が
都
庁
を
通
じ
て

区
役
所
に
来
て
、
そ
れ
に
よ
つ
て

区
の
台
帳
に
在
籍
を
記
入
す
る
と

同
時
に
取
得
税
を
賦
課
す
る
の
で

あ
り
ま
す
。

免

税

1
、
商
品
で
あ
つ
て
使
用
し
な
い

自
動
車
。

2
、
公
益
の
為
直
接
供
用
す
る
自

動
車
で
あ
つ
て
都
知
事
が
必

要
と
認
め
た
も
の
。

3
、
其
の
他
特
別
の
事
由
の
あ
る

も
の

。

納

期

1
、
自
動
車
に
対
す
る
も
の

毎
年
五
月
一
日
よ
り
末
日
迄

2
、
自
動
車
取
得
に
対
す
る
も
の

随
時

課

率

1
、
自
動
車
の
所
有
に
対
す
る
も

の
特
殊
自
動
車

特
殊
作
業
用
　六
、
〇
〇
〇
円

被
け
ん
引
車
、
各
種
別
の
五

割

そ
の
他
　

四
、
八
〇
〇

2
、
自
動
車
の
使
用
に
対
す
る
も

の
各
種
別
の
七
割

3

。
自
動
車
の
取
得
に
対
す
る
も

の
時
価
の
百
分
の
十

以
上
は
普
通
税
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
こ
の
外
都
市
計
画
税
と
し
て

本
税
一
円
に
付
三
十
銭
の
割
合
で

か
ゝ
り
ま
す
。

こ
の
様
に
自
動
車
税
は
他
の
税

金
に
比
較
し
て
割
に
高
額
な
も
の

に
成
つ
て
居
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

我
国
に
於
て
は
自
動
車
の
利
用
と

謂
ふ
事
は
特
に
有
利
な
条
件
と
見

ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
。
又
納
税
者

の
側
か
ら
も
た
と
え
一
万
二
万
の

税
金
を
支
払
つ
て
も
現
在
の
凸
凹

道
路
が
良
く
成
り
自
動
車
の
破
損

が
そ
れ
だ
け
少
く
成
れ
ば
よ
り
有

利
で
あ
る
と
も
謂
は
れ
る
と
存
じ

ま
す
。

自
動
車
に
関
す
る
届
書
の
提
出

先
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。


